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第１章 工事概要 

1.1  

工事名称 宗谷岬灯台機器改良改修工事 

1.2  

施工場所 北海道稚内市（宗谷岬） 

1.3  

履行期限  令和８年３月３１日 

1.4  

工事概要 (1) 機器撤去工事 

品名 規格 数量 適用 

ﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ点灯装置  1 式  

水銀槽式回転装置  1 式  

本灯監視制御装置 特殊型 1 個  

無停電電源装置 YUMIC-SHA020 1 個  

(2) 機器設置工事 

品名 規格 数量 適用 

LED 点灯制御装置 LZL-1 1 式 官給 

大型灯台用回転装置  1 式 官給 

(3) 仮灯設置・撤去 

品名 規格 数量 適用 

LED 灯器 高光度 1 個 官給・返納 

仮灯取付台  1 個 支給・返納 
 

1.5  

管理事務所等 (1) 管理事務所 

事務所名：稚内海上保安部交通課 

所在地 ：北海道稚内市開運 2-2-1 

ＴＥＬ ：0162-24-8810 

(2) 工事関係連絡先 

事務所名：第一管区海上保安本部交通部整備課 

所在地 ：北海道小樽市港町 5-2 

ＴＥＬ ：0134-27-0118（内線 2653） 

1.6  

官給品 品名 規格 数量 適用 

LED 点灯制御装置 LZL-1 1 式 ※1 

大型灯台用回転装置  1 式 ※2 

LED 灯器 高光度 1 個 ※1 

※1 引渡し及び返納場所は「1.5 管理事務所」とする。 

  ※2 引渡し場所は「1.2 施工場所」とする。 



 

第２章 一般共通事項 

2.1  

適用事項 工事実施に際しては、設計図書に従い施工する。 

2.2  

設計図書 設計図書とは、図面及び仕様書（現場説明及び現場説明に対する

質問回答書を含む。）をいう。 

2.3  

監督職員  監督職員とは、工事請負契約書に規定する監督職員をいう。 

2.4  

疑義に対する

協議 

 設計図書に明記のない場合又は疑いを生じた場合は、監督職員と

協議する。 

2.5  

現場の納まり

などの関係に

よる協議 

 現場の納まり、取り合いなどの関係で、設計図書によることが

困難又は不都合な場合は、監督職員と協議する。 

2.6  

官公署その他

への手続き 

 工事の施工に必要な官公署その他への手続きは、速やかに行う。 

2.7  

現場代理人及

び主任技術者 

(a) 現場代理人及び主任技術者とは、工事請負契約書に規定す

る現場代理人及び主任技術者をいう。 

(b) 現場代理人及び主任技術者は、経歴書を監督職員に提出す

る。 

2.8  

工事現場の安

全衛生管理 

(a) 工事現場の安全衛生に関する管理は、現場代理人が責任者

となり、関係法令に従いこれを行う。 

(b) 工事現場において、常に整理整頓を行い、特に危険箇所の

点検を行うなど事故の防止に努める。 

2.9  

災害及び公害

の防止 

工事施工に伴う災害の防止は、関係法令に従い適切に処理する

とともに、次の事項を守らなければならない。 

(1) 第三者に災害を及ぼしてはならない。 

(2) 公害の防止に努める。 

(3) 善良な管理者の注意をもってしても、なお災害又は、公

害の発生する恐れがある場合の処置については、監督職員

と協議する。 

2.10  

臨機の処置 災害又は、公害が発生した場合は、速やかに適切な処置をとり、



直ちにその経緯を監督職員に報告する。 

2.11  

養生 在来部分、施工済み部分、未使用材料などで汚染又は、損傷の恐

れのあるものは、適正な方法で養生を行う。 

2.12  

実施工程表  契約後、速やかに実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受け

る。 

2.13  

施工計画書 監督職員の指示により、施工計画書の作成を求められたときは、

速やかに作成し、監督職員に提出し、承諾を受ける。 

2.14  

施工図、原寸

図、見本等 

施工図、原寸図、見本等は、必要に応じて速やかに監督職員に提

出し、承諾を受ける。 

2.15  

職方への指示 実施工程表、施工計画書、施工図、原寸図、見本等は、関係する

職方に周知徹底させる。 

2.16  

材料 (a) 材料は新品とし、監督職員の検査を受けて合格したもの又

は、2.18(b)により使用承諾を受けたものとする。 

(b) 材料の品質が明示されていない場合は、均衡を得た品質の

ものとする。設計図書により「JIS（日本産業規格）の規格品」

と指定された材料は JISマークの表示のあるもの又は、JIS の

規格証明書の添付されたものとする。 

(c) 調合を要する材料は、調合表を監督職員に提出し、承諾を

受ける。 

2.17  

材料搬入の報

告 

材料の搬入ごとに、その材料が設計図書に定められた条件に適

合することを確認し、必要に応じ証明となる資料を添えて、監督

職員に報告する。 

2.18  

材料の検査 (a) 監督職員の検査は、材料種別ごとに行う。ただし、簡易な

材料については、検査を省略することができる。 

(b) 合格した材料と同じ種別の材料は、監督職員が特に指示す

る材料を除き、以後の使用を承諾されたものとする。 

2.19  

材料検査に伴

う試験 

(a) 試験は、次の場合に行う。 

(1) 設計図書に定められた場合。 

(2) 試験によらなければ、設計図書に定められた条件に適合

することが証明できない場合。 

(b) 供試体は、監督職員の承諾を受けて製作する。 



(c) 試験は、公的試験所、その他の試験所、工事現場など適正

な場所で行うものとし、その決定にあたっては、監督職員の

承諾を受ける。 

(d) 試験を完了したときは、その試験成績書を速やかに監督職

員に提出する。 

2.20  

施工 施工は、設計図書及び監督職員の承諾を受けた実施工程表、施工

計画書、施工図、原寸図などに従って行う。 

2.21  

技能士 技能士は、職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級

の資格を有する者とし、資格を証明する資料を監督職員に提示す

る。 

2.22  

施工の検査 監督職員の検査は、次の場合に行う。ただし、これによることが

困難な場合は、別に指示する。 

(1) 設計図書に定められた場合 

(2) 監督職員の指示した工程に達した場合 

2.23  

施工の立会い 施工の立会いは、次の場合に行う。 

(1) 設計図書に定められた場合 

(2) 監督職員が特に指示する場合 

2.24  

施工に伴う試

験 

施工に伴う試験は、次の場合に行う。 

(1) 設計図書に定められた場合 

(2) 試験によらなければ、設計図書に定められた条件に適合

することが証明できない場合 

2.25  

後片付け 工事完成に際しては、建築物の内外の後片付け及び清掃を行う。 

2.26  

工事報告 工事の進捗、材料の搬入・搬出、作業員の作業、気象条件などを

記載した報告書を、原則として、毎週作成し、監督職員に提出す

る。 

2.27  

工事写真 (a) 工事工程写真及び完成写真の撮影及び写真の整理方法等詳

細は「工事写真の撮り方」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監

修）による。 

(b) 工事写真の撮影用具としては、デジタルカメラとする。 

なお、使用するカメラ仕様は「工事写真の撮り方」による。 

(c) 工事工程写真及び完成写真は、原則として、各１部ずつ監

督職員に提出する。 



 

2.28  

竣工検査  現場代理人は、竣工検査に立ち会う。 

2.29  

官給品 官給品について、現場代理人又は主任技術者は次の措置を行う。 

(1) 官給品の引き渡しを受ける際には、事前にその旨を関係

する施設管理者へ連絡する。 

(2) 官給品の引き渡しを受ける際には現場に立会い、品目及

び受領数量を明らかにした「物品受領通知書」を監督職員

に提出する。 

(3) 官給品の保管場所及び保管方法について監督職員より

指示を受けた場合には、必要な措置を講ずる。 

(4) 官給品の使用が終了した際には、品目、使用数量及び残

余数量を明らかにした「官給品物品精算書」を監督職員に

提出する。 

2.30  

撤去品  撤去品について、現場代理人又は主任技術者は次の措置を行う。 

(1) 撤去品の保管場所及び保管方法について監督職員より指

示を受けた場合には、必要な措置を講ずる。 

(2) 撤去品の引き渡しを行う際には、事前にその旨を関係す

る施設管理者へ連絡する。 

(3) 撤去品を引き渡す際には現場に立会い、品目及び数量を

明らかにした「撤去品等発生通知書」（請負業者で保管する

期間がある場合は「預かり書」も）を監督職員に提出する。 

2.31  

発生材の処理  監督職員が特に指示するものを除き、発生材はすべて構外に搬

出し、請負業者の責任において関係法令等に従い適切に処分する。 

2.32  

非常の処置 (a) 工事の施工において、当庁の業務に支障をきたしてはなら

ない。 

(b) 工事施工のため、やむを得ず当庁の業務に支障をきたす恐

れのある場合は、必ず事前に監督職員に連絡し、その指示を

得て施工する。 

2.33  

異常現象への

対応 

 請負者は、施工中における異常現象等に対する安全確保のため、

次に示す事項など必要な措置を講じる。 

(1) 天災等に対しては、天気予報等に注意を払い、常に災害

を最小限に食い止めるための防災体制を確立しておく。 

(2) 作業時に危険を予知した場合は、直ちに作業を中止し、

作業員を安全な場所に避難させる。 



(3) 災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を優先

するとともに、二次災害の防止に努め、その経緯を監督職

員に報告する。 

2.34  

暴力団員等に

よる不当介入

を受けた場合

の措置 

 暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置については、第

一管区海上保安本部入札・見積者心得を遵守する。 

2.35  

安全対策 第一管区海上保安本部が運用している海の安全情報・緊急情報

の配信サービス等を活用し、津波、気象及び海上の各警報等につ

いて、迅速な情報入手に努める。 

 （サービス登録用ホームページアドレス） 

 https://www7.kaiho.mlit.go.jp/micsmail/reg/touroku.html 

 

 

 ※迷惑メール対策機能をご利用中の方は、ドメイン指定受信設

定に「mics.kaiho.mlit.go.jp」を追加してください。 

  



第３章 特記仕様 

 本仕様書に記載されていない事項や詳細については、工事一般共通事項又は、国

土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」「公共

建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事

編）」「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）」によるものとする。 

 

3.1  

仮灯設置工事 (1)  図示のとおり、灯台踊場上に単管足場及び仮灯取付台（支

給）にて灯器台を仮設し、ＬＥＤ灯器（高光度）（官給）を設

置する。 

(2)  灯器からＬＥＤ灯器用電源装置（支給）の配線は仮設ケーブ

ル（標準 3.5mm2-2C）とし、灯台外部では適宜手すりに固定し、

灯台内ではころがし配線とする。 

(3)  灯器の灯質設定は以下のとおりとする。 

灯質：群せん白光 毎２０秒に４せん光 

(4)  ＬＥＤ点灯制御装置の運用開始に合わせ撤去する。 

3.2  

撤去工事 (1) 既設のメタルハライドランプ点灯装置、水銀槽式回転装置

及び本灯監視制御装置を撤去する。 

(2) レンズは再使用することから、灯室内に仮設やぐらを設

け、チェーンブロックを用いる等して仮置きし、破損しない

ように養生を行う。 

(3) 水銀槽式回転装置の撤去にあたり、灯室及びその付近では

気化水銀や水銀粉体が飛散している恐れがあるため、防毒マ

スク、保護眼鏡、ゴム手袋等の安全用具を着用して行う。た

だし、灯室の扉等を開口し、換気をしてから 30分以上経過し

ている場合はこの限りでない。 

(4) 灯室内での喫煙又は飲食はしてはならず、長時間の灯室滞

在は出来る限り避ける。 

(5) 水銀の抜取りにあたっては、上部球軸受蓋ボルトがレンズ

台に確実に締め付けられていることを確認の後、着手する。 

(6) 抜き取った水銀は重量を計測し、計量結果をとりまとめ監

督職員へ書面にて報告する。その後、廃棄物処理業者指定の

金属製ボトルに収め、搬出する。 

(7) 撤去材は搬出できるよう適宜解体（分解・切断）を行う。 

3.3  

設置工事 (1) 設置対象の機器類はその大きさや重量から灯台踊場からの

搬入となるため、必要に応じて踊場手すりの一時撤去（切断）

を行う。一時撤去後は落下防止対策を講じ、搬入後は速やか



に復旧（溶接）する。 

(2) 大型灯台用回転装置の設置にあたっては、既設レンズの位

置決め（バランス調整）や駆動装置とギアの調整等が必要と

なることから、同装置製造会社と連携して施工する。 

（大型灯台用回転装置・製造業者） 

日本光機工業株式会社 

〒236-0004 神奈川県横浜市金沢区福浦 2-7-18 

電話 045-350-7231 

(3) ＬＥＤ点灯制御装置及び大型灯台用回転装置の設置完了

後、監督職員立会いのもと既設の自動遮光装置を含め各機器

の動作確認を行い、良好に動作することを確認する。 

  （大型灯台用回転装置・回転周期）３０秒／１回転 

3.4  

配管・配線 (1) 機器間の配線系統及び線種は配線図のとおりとする。 

(2) 配線には線名札を取り付ける。 

(3) 不要の配線については、監督職員と協議のうえ処理する。 

3.5  

その他 (1) 本工事は、仮灯を設置することにより、灯台業務を休止せ

ずに行うので、灯器の切り替え作業等については監督職員と

十分打ち合わせを行い、遺漏のないよう施工する。 

(2) 撤去品は、指示あるものを除き、請負者の責任において適

法処分する。また、撤去にて発生した金属屑等については、

特別管理産業廃棄物等として廃棄処分を行い、ﾏﾆﾌｪｽﾄ等の処

分を確認出来る書面を監督職員に提出する。 
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【撤去・取付】点灯装置及び回転装置

【既設】３等レンズ（小型）・免震装置

▼灯火中心

【設置・撤去】高光度ＬＥＤ灯器（仮灯）

灯塔

入口

宗谷岬灯台機器改良改修工事

Ｎ

・設置工事に際し、仮灯として官給する高光度ＬＥＤ灯器を設置する。

・メタルハライドランプ点灯装置及び水銀槽式回転装置を撤去し、

　官給するＬＥＤ点灯制御装置及び大型灯台用回転装置を設置する。

・大型灯台用回転装置設置に際し、製造者の試験調整を実施する。

灯台敷地平面図（部分）　Ｓ＝１／300

灯台立面図、灯台敷地平面図（部分）

・灯塔内部のケレン（４種）を実施する。

９



図番 設計 葉数 番号図名 縮尺工事名称

Ａ３ 天野図　示 令和７年８月令和７年度 宗谷岬灯台機器改良改修工事 ２
灯台平面図、踊場平面図
仮灯詳細図、仮灯配線図

仮灯詳細図　Ｓ＝１／20

踊場平面図　Ｓ＝１／100

灯室

5
,5

50

5,550

1
5,

25
0

平
均

水
面

か
ら

灯
火

中
心

ま
で

3
9,

8
00

地
上

か
ら

灯
火

中
心

ま
で

1
5,

25
0

MSL

GL

▼灯火中心

1
3,

40
0

1
,8

50

灯器台を仮設し、仮灯を六角ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ（M20×80）4組で固定する。

仮灯：ＬＥＤ灯器（高光度）（官給）設置

※新装置への切替完了後に撤去し、稚内海上保安部へ返納する。

灯台立面図　Ｓ＝１／200

仮設ｹｰﾌﾞﾙ（CV3.5sq-2C）

※灯台内ころがし配線

※灯台外部露出配線

仮灯：ＬＥＤ灯器（高光度）

１ ２

+ -

DC24V印可

4
2
0

1,
38

9（
踊

場
床

面
～

仮
灯

取
付

台
Ｕ

ボ
ル

ト
芯

ま
で

）

1
,8

50
（

踊
場

床
面

～
灯

火
中

心
ま

で
）

灯火中心

踊場床面

単管パイプ（φ48.6）
直交クランプ

【調達】

【調達】

養生用板材

【支給】

仮灯取付台

【官給】

ＬＥＤ灯器（高光度）

灯質：群せん白光 毎20秒に4せん光

仮
灯
（
明
弧
：
25
度
か
ら
30
0度

ま
で
）

仮灯（ＬＥＤ灯器（高光度））設置

換気口（既設）FL+2,050

※既設換気口から入線

踊場

灯室

適宜手すりへ仮留めを行う。

　仮灯配線図

灯室分電盤

H21.3製造・重量：約38㎏

ＬＥＤ灯器用電源装置
（支給・仮設）

３
４

５
６

灯器

交流電源

９

単管パイプ・クランプ（調達）及び仮灯取付台（支給）で



図番 設計 葉数 番号図名 縮尺工事名称

Ａ３ 天野図　示 令和７年８月令和７年度 宗谷岬灯台機器改良改修工事 ３機器撤去図（灯室）

規格番号 名称 数量 備考

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

適用

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

既設 レンズ ３等小型

既設 水銀槽式回転装置 ３等小型

既設 駆動装置 －

概算重量（㎏）

既設

既設

既設

免震装置・上部台座

免震装置・本体

既設 免震装置・下部台座

－

－

SS400

SS400

既設

既設 ﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ点灯装置 制御装置

既設 ﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ点灯装置 点灯装置(安定器)

木台を含む。

ギアモータ・歯車・軸・軸受・軸支持台含め一式。

ﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ点灯装置 ﾗﾝﾌﾟ交換装置･250W ﾗﾝﾌﾟ交換装置台・近接ｽｲｯﾁを含む。

熱機器ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ（500x600x200）を含む。

ギアモータ取付台

１

１

既設

既設

既設

既設

自動遮光装置 －

灯室分電盤

遮光ｶｰﾃﾝ（西側・東側）及び制御盤。

ネットワークカメラ VB-R13VE

ルータ NVR700 PoEｲﾝｼﾞｪｸﾀ（PD-9001GR）接続。

350

30

175

212

－

－

8

20

46

－

－

－

－

概略寸法（max 1,020x700x32t）

概略寸法（max φ770x360）

－

⑬

⑭

2,000水銀（約43㎏）は抜き取り、保管分と合わせ処分。

Ａ Ａ

Ｂ’

地
上

か
ら

13
,4

00

地
上

か
ら

14
,2

25
1
,1

20

①

④

⑤

⑧

⑨

⑩

⑫

⑬

⑭

③

⑦
⑥

②

Ｂ

φ
38
0

④

⑥⑦

⑨
⑩

⑫

③

⑭

UP

⑪

⑪

①

②
⑧

断面図 Ｂ－Ｂ’

Ａ－Ａ

機器撤去図（灯室）　S=1/50

【撤去】受光器

【撤去】受光器

９



図番 設計 葉数 番号図名 縮尺工事名称

Ａ３ 天野図　示 令和７年８月令和７年度 宗谷岬灯台機器改良改修工事 ４

動 力 室

3,500 1,800
制 御 室

排気溜枡

ホ ー ル

3,
55

0
2,

95
0

50

6
,5

00

予備品格納室

灯　塔

官品倉庫

ポンプ室

UP

ピット

ピ
ッ

ト

ピット

3,000 2,200 4,500 4,500

150 14,350

6
,
5
0
0

【既設】耐雷トランス（3kVA）

機器撤去図（１Ｆ）

（VE36）

【既設】ﾒｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ

【既設】中継端子盤 ① ③

②

規格番号 名称 数量 備考

①

②

③

④

適用

撤去

撤去

撤去

１

１

１

既設

既設

既設

概算重量（㎏）

撤去 本灯監視制御装置 特殊型 寸法（370x520x282）受光器と合わせ一式。 25

無停電電源装置 50－2kVA･YUMIC-SHA020

端子箱 WB-2AJ 寸法（295x196x150）

保管 容器：鉄瓶

1

④

⑦

【既設】非常用発動発電装置（3kVA）

【既設】分電盤１

【既設】分電盤２

【既設】換気扇分電盤

機器撤去図（１Ｆ）　S=1/50

撤去保管 容器：鉄瓶⑤

水銀（予備1）

水銀（予備2）

１

１

鉄瓶：4.5㎏・水銀：21㎏　現用分と合わせ処分。

鉄瓶：6.0㎏・水銀：20㎏　現用分と合わせ処分。

21

20

④⑤

９



図番 設計 葉数 番号図名 縮尺工事名称

Ａ３ 天野図　示 令和７年８月令和７年度 宗谷岬灯台機器改良改修工事 ５

Ｅ
EM-IE14sq

非常用電源装置(3KVA)

U

V
商用電源

S0

R0U

V

E

耐雷トランス(3KVA)

（入）

EM-IE14sq

（出）

負荷
Ｓ

Ｒ

電球交換装置現用予備条件

交流AC100V（5,6)

電球交換装置（1,2)

直流24V（7,8)

Ｃｄｓ(9,10)

接点出力（夜間)

近接スイッチ入力

正常点灯

灯質異常

消灯

現用球断芯

電動機（3,4)

コモン

高速ｸﾗﾝﾋﾟﾝｸﾞﾓｼﾞｭｰﾙ

端子箱

本灯監視制御装置

R
S E

V
U 無停電電源装置

(2KVA)

電球交換装置（灯室）

自動遮光装置（灯室）

（TBE-28）

レーマーク舎分電盤

【撤去】

【撤去】

IV5.5sq

【撤去】

配線系統図（改修前）

改修前遮光カーテン（東・西）

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

自動遮光装置制御盤

遮光カーテン（東・西）

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

自動遮光装置制御盤

磁気近接ｾﾝｻｰ(S)

駆動装置

AC100V入力（3,4)

電球交換装置（1,2)

電動機（7,8)

コンセント(9,10)

灯室分電盤

【撤去】

I
V2
.0
㎜
×
2

VCT2sq-6C×2

I
V3
.5
㎜
×
2

C
V3
.5
sq
-2
C

CV3.5sq-2C

CVV1.25sq-4C

※

CVV1.25sq-4C

Ｌ１◎

Ｌ２◎

Ｌ３◎

Ｌ４◎

Ｒ１◎

Ｒ２◎

Ｒ３◎

Ｔ１◎

青
灰

青

灰

（現用）

点灯装置

（予備）
点灯装置

白
黒

白

黒

ＲＡ◎

ＴＡ◎

ＲＢ◎

ＴＢ◎ ◎Ｅ

Ｒ１◎

Ｒ２◎

Ｒ３◎

Ｔ１◎

◎Ｒ

◎Ｔ

ランプ交換装置

ﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ点灯装置

【撤去】

CVV1.25sq-4C

熱機器ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ【撤去】

CVV1.25sq-4C

ﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ点灯装置
【撤去】

中継端子盤

C
V3
.5
sq
-2
C

C
V2
.0
sq
-2
C

C
V3
.5
sq
-2
C

CV2.0sq-2C

CV3.5sq-2C

CV3.5sq-2C

EM-CE14sq-2C

EM-CE14sq-2C

CV3.5sq-2C

EM
-C
E3
.5
sq
-
2C

積算電力計
Sφ2W100V

ELB50A

コ
ン
セ
ン
ト
２

コ
ン
セ
ン
ト
１

照
明
１

換
気
装
置

照
明（

灯
塔）

照
明（

非
常）

⑤④③⑧⑦⑥

（TBE-216）

分電盤１

CV38sq*2C

EM
-C
E1
4s
q-
2C

発電機入力
MCB50A

①
無
停
電
電
源
装
置

③
照
明
１

④
コ
ン
セ
ン
ト
１

⑤
コ
ン
セ
ン
ト
２

⑥
照
明（

灯
塔）

⑦
照
明（

非
常）

⑧
換
気
装
置

⑨
換
気
装
置
信
号

予
備
１

予
備
２

⑩
レー

マー

ク
舎
分
電
盤

②
自
動
遮
光
装
置
制
御
盤

（

本
灯
監
視
制
御
装
置）

MCB30AMCB20AMCB30AMCB20AMCB20AMCB20AMCB20AMCB20AMCB20AMCB20AMCB20AMCB30A

日東製B12-56C

分電盤２

EM-CE3.5sq-2C

EM-CE3.5sq-2C

※中継端子盤

電球交換装置行へ配線替

E
M-
CE
3.
5s
q-
2
C

MC

換気扇分電盤

20A

換気扇 FAN
SH

シャッター

ｻｰﾓｽﾀｯﾄ

⑨

⑧

分電盤１

分電盤２

凡　例

・

・

：撤去

：既設・存置

UTPケーブルﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ

VB-R13VE

延長アンテナ

NVR700用

PoEｲﾝｼﾞｪｸﾀ

PD-9001GR

ルータ

NVR700

水銀槽式回転装置【撤去】

受光器

2

９



図番 設計 葉数 番号図名 縮尺工事名称

Ａ３ 天野図　示 令和７年８月令和７年度 宗谷岬灯台機器改良改修工事 ６機器取付図（灯室）

駆動装置含む。④に固定。（別図詳細）

免震装置・本体

免震装置・下部台座

－

－

規格番号 名称 数量 備考

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

適用

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

既設 レンズ ３等小型

概算重量（㎏）

既設

既設

１

１

既設

既設

既設

既設

自動遮光装置 －

灯室分電盤

遮光ｶｰﾃﾝ（西側・東側）及び制御盤。

ネットワークカメラ VB-R13VE

ルータ NVR700

350

－

－

－

－

－

⑬

⑭

設置 官給 大型灯台用回転装置

大型灯台用回転装置

大型灯台用回転装置

大型灯台用回転装置

設置

設置

設置

官給

官給

官給

官給設置

(灯器台組立)

(回転装置組立)

(回転装置台組立)

15

628

477

(回転装置制御盤) 50

LED点灯制御装置 (LED光源ﾕﾆｯﾄ) 遮光装置含む。②に固定。（別図詳細）

設置 LED点灯制御装置官給 (電源制御盤) 75

－

－

⑧に固定。（別図詳細）

③に固定。（別図詳細）

灯室内で仮吊し、③に固定。（別図詳細）

設置 官給 大型灯台用回転装置 (日光弁受光部) 既設の受光部台にﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(M4x30)2組で固定。

－

－

5.5

0.6

機器取付図（灯室）　S=1/50

1
,1

20

①

④

⑬

⑭

⑩

②
③

⑥

⑤

⑧
⑨

⑦

1
,9

00

5
50

断面図

地
上

か
ら

　
14

,2
25

地
上

か
ら

　
13

,
40

0

地
上

か
ら

　
15

,3
00

Ｂ－Ｂ’

⑫
⑭

UP

⑤
⑦

④

⑧⑨

①

⑩

③

⑪

⑪

5,550

5,
55

0

Ａ－Ａ

Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ’

灯火中心

灯室壁面にｽﾃﾝﾚｽｱﾝｶｰ(B12100）4本で固定。

灯室壁面にｽﾃﾝﾚｽｱﾝｶｰ(B12100）4本で固定。

PoEｲﾝｼﾞｪｸﾀ（PD-9001GR）に接続されている。

ステンレス手すり

一時撤去

（切断･溶接）

踊場出入口扉

開口幅700×高1,150㎜

⑫

９



図番 設計 葉数 番号図名 縮尺工事名称

Ａ３ 天野図　示 令和７年８月令和７年度 宗谷岬灯台機器改良改修工事 機器取付図（灯室） ７

機器取付図（詳細）　S=1/10

六角ボルト M12×110（N,Wｘ2,SW）12組

回転装置台（上）

回転装置台（中）

回転装置台（下）

六角ボルト M16　8組（既設・再使用）

免震装置（既設）

灯器台組立

クロスローラーリング

リングギア

駆動装置

レンズ台

ＬＥＤ点灯制御装置

（ＬＥＤ光源ユニット）

六角ボルト M12×65（N,Wｘ2,SW）12組

六角ボルト M12×65（N,Wｘ2,SW）12組

レンズ（３等小型)【既設】

・既設ボルト再使用

・ボルトピッチ、タップ現地合わせ

六角ボルト M12×110（W,SW）4組

基台

六角穴付きボルト M12×80　24本

六角穴付きボルト M12×50　24本

六角ボルト M12×55（W,SW）24組

55
0

灯火中心

【調達】六角ボルト M10×40（N,Wx2,SW）2組

六角ボルト M12×40（N,Wｘ2,SW）6組

・指示なき部材は官給品または官給品付属を示す。

レンズ台

リングギア

クロスローラリング

基台

駆動装置

回転装置台（上）

回転装置台（中）

回転装置台（下）

灯器台組立

回転装置台組立

回転装置組立
大型灯台用回転装置

（一式）

９



図番 設計 葉数 番号図名 縮尺工事名称

Ａ３ 天野図　示 令和７年８月令和７年度 宗谷岬灯台機器改良改修工事 配線系統図（改修後） ８

Ｅ
EM-IE14sq

非常用電源装置(3KVA)

U

V
商用電源

S0

R0U

V

E

耐雷トランス(3KVA)

（入）（出）

負荷
Ｓ

Ｒ

EM-CE14sq*2C
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図番 設計 葉数 番号図名 縮尺工事名称

Ａ３ 天野令和７年８月令和７年度 宗谷岬灯台機器改良改修工事 ９９塗装作業（ケレン）
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